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研究目的 
 

マーモセットは小型の霊長類で、近年実験要動物としての活用につ

いて注目されている。特に、遺伝子改変が可能な唯一の霊長類とい

う事で、再生医療研究などへの応用が期待されている。再生医療研

究を行うには、当該動物の免疫系の理解が重要である。しかし、マ

ーモセットの免疫機能についてはほとんど明らかになっていない。

一方、受け入れ教員である清野らは、マウスを用い、多能性幹細胞

から免疫抑制性の細胞を作り出す事に成功している。同様の実験を

マーモセットで行い、免疫制御能を検討する事は、ヒトの再生医療

を推進する上で重要である。 
研究内容・成果 
 

清野らは既にマウス ES 細胞を用い、免疫制御性のマクロファージ

の誘導に成功している。本研究では、マーモセット ES 細胞から、

フィーダーフリーの培養条件で血球細胞を分化誘導し、IL-4, 
M-CSF の存在かにマクロファージを誘導した。しかし、この細胞

には T 細胞の増殖を抑制する力は見られなかった。そこで、エピゲ

ネティック修飾剤であり、メチルトランスフェラーゼ阻害剤である

DZNeP をこの培養に添加したところ、IL-10 を産生するようにな

った。また、Xeno また Allo の MLR にこの細胞を加えると、T 細

胞の増殖反応を有意に抑制することが分かった。実中研の島田は北

大に赴き、ES 細胞の培養法、凍結保存法などについて、実際の手

技を伝授した。今後、in vivo で今回作製された細胞が免疫制御能

を発揮するかどうか検討する予定である。 
成果 【学会報告】 
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